職種：経営戦略　　職務：経営戦略
【概要】
　企業横断的な視点からの総合的な情勢把握・分析を行い、経営戦略や事業戦略の策定・取りまとめを行うとともに、経営中枢のサポートを行う仕事。
【仕事の内容】
　経営戦略の仕事は、経営環境に関する社内外の情報を収集・分析し、短期及び中長期の経営計画や事業再編、事業開発の計画等を策定する業務が中心を占める。また、経営計画実行のための組織体制を整備したり、実行結果の評価を行ったりする仕事も含まれる場合がある。
　また、経営計画の策定・実行以外にも、経営トップへの情報提供や意思決定サポートなどの機能も併せ持っている。
　経営戦略や事業戦略の策定に当たっては、外部のコンサルタントやアナリスト等を活用しながら作業を進める場合もある。
【求められる経験・能力】
（1） 特定の学歴要件や必要最低経験年数は通常設けられないが、経営全般に関する幅広い知識を習得していることが望ましい。実際には、企業への入社後、複数の部門を経験したのち経営戦略部門に配属となる場合が多い。なお、経験者採用の場合には、一定の実務経験や実績が要求されるほか、MBA（経営学修士号）等の専門学位を取得していることが有利になる場合がある。
（2） 経営戦略は、特定の業務領域だけでなく、全社（企業グループ全体）を見通しながら行う仕事である。企業横断的な視点から幅広い情報を収集・分析し、これを踏まえて経営計画を作成するため、情報を収集・分析し、アイデアを構築する能力が求められる。
（3） また、経営戦略の取りまとめに当たっては、社内の各部門との連絡調整も必要であり、他者と連携しながら作業を進めるチームワーク能力やコミュニケーション能力も求められる。
【関連する資格・検定等】
・中小企業診断士〔中小企業庁〕
・MBA（経営学修士号）〔経営大学院（各大学）〕
・ビジネス・キャリア検定試験（経営戦略１級～３級）〔中央職業能力開発協会〕　など
【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】
　２５３　企画・調査事務員
